
 

承認 不承認

1 鈴　木　伸　和 副会長 一般社団法人北海道医師会 構成員 承認

2 坂　本　直　哉 教授
国立大学法人北海道大学大学院

医学研究科消化器内科学講座
構成員 承認

3 石　上　敬　介 講師
公立大学法人札幌医科大学

消化器科内科学分野
構成員 承認

4 澤　田　康　司 講師 国立大学法人旭川医科大学病院 構成員 承認
　昨年新たに北海道肝炎対策実施要項にて記載した数値目標の評価は行いま

すでしょうか。

　今後、予定している対面での協議会（10月予定）に

おいて、評価を行います。

5 山　田　澄　子 事務局長 北海道肝炎友の会 構成員 承認

　いつも大変お世話になっております。

　当友の会も、お陰様で設立50周年を迎える事が出来ました。これまで医療

費助成制度等で多大なご協力をいただいております事は、大変心強くお礼を

申し上げます。

　今年の肝炎デーでの啓発活動を札幌駅で行いましたが、「気づいて貰い、

検査の機会を多数の人に周知する」大切さを再認識いたしました。この協議

会も対面での検討の場として開催をよろしくお願い致します。

　今後、対面での協議会の開催を予定しております。

　日程については、10月を予定しておりますが、詳細

は、別途、調整いたします。

6 小　川　ルリ子 共同代表 全国Ｂ型肝炎訴訟北海道原告団 構成員 承認
　北海道肝炎対策協議会について、R6年度はスケジュール調整が不調に終わ

り未開催。となっていますが、私は連絡調整を頂いていませんでした。

　申し訳ございません。当課のスケジュール調整が不

調で連絡調整ができませんでした。

7 前　木　孝　洋 感染症担当部長 札幌市保健福祉局保健所 構成員 承認

1 「R6の具体的な取組 (結果)」の列

（北海道肝疾患医療従事者研修会）の④の項目で1行目と2行目にスペースが

あるように見えますので、スペースを削除できれば見た目が良いと思いま

す。

2 「評価理由」の列

 (１) 4つ目の・の、「肝炎医療コーディネーター養成研修で、・・・」の文

章の2行目に、「人材の育成するとともに、」という記載がありますが、「人

材を育成するとともに、」という

表現が自然かと思います。

 (２) 5つ目の・の、1行目から2行目にかけて、「啓発ポスターを作成、」と

いう表現がありますが、「啓発ポスターを作成し、」の方が良いと思いま

す。

 (３) 6つ目の・の、2行目に「未開催。」とありますが、過去のことですの

で、「開催できなかった。」という表現が自然かと思います。

３ 「課題と今後の取組方針」の列

　1つ目の・の1行目に、「一定の基準で」という表現がありますが、「一定

の水準で」、あるいは、「一定の値で」という表現がより適切と考えます。

　いただいたご意見を踏まえて、一部、表現の修正を

行いました。
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北海道感染症予防計画第２章に関する書面審査結果について

役　職氏　名 所　属 区分 その他ご意見不可の理由

資料５



推進状況
評価
（進捗

  状況）
評価理由 課題と今後の取組方針

・ホームページの内容を更新し、ウイ
ルス性肝炎に関する普及啓発活動
を推進するとともに、肝炎医療コー
ディネータ研修を通じ育成や活動へ
のサポートを行うことにより、道内
における普及啓発活動を推進した。
・道内保健所においてウイルス性肝
炎に関する普及啓発を図るととも
に、地域・職域連携推進専門部会に
おける情報提供を通じ、協会けんぽ
などの職域関係団体に対し、道立保
健所での肝炎ウイルス検査につい
ての説明を行い、肝炎ウィルス検査
の推進を図った。
・拠点病院等連絡会議を開催し、拠
点病院間の情報共有を図った。
・北海道ウイルス性肝炎対策実施要
綱を改正し、具体的な数値目標を設
定した。
・肝炎デー等で、患者団体と協力し
て啓発ポスターを作成、道内各自治
体に配布し、正しい知識の普及啓発
を行った。
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・肝炎医療コーディネーター等の活用を通じ
た普及啓発を行い、ホームページにて市町村
や保健所における肝炎ウイルス検査の受検
の促進に努めたため。
・各研修において、フォローアップに対する理
解促進に繋がる周知を実施した。また職域団
体に対しても検査制度の説明を行い、施策の
理解に努めたため。
・令和6年度北海道肝疾患医療従事者研修会
を１０月に旭川医科大学病院で開催し、医療
従事者向けに肝疾患に関する最新の治療情
報や医療費助成制度などの情報を提供した。
また、連絡会議でも拠点病院と道の持つ情報
を共有し、医療の均てん化や連携強化に努め
たため。
・肝炎医療コーディネーター養成研修で、専
門知識を持った人材を育成するとともに、
フォローアップ研修にて、既存のコーディ
ネーターへ、肝疾患に関する最新情報を提供
するなど、　肝炎医療コーディネーターを通じ
て、陽性者や患者、その家族への情報提供な
どの支援をきめ細やかに行い、陽性者や患
者の専門医療機関への受診・受療の促進に
努めたため。
・肝炎デー等で、患者団体と協力して啓発ポ
スターを作成、道内各自治体に配布し、正し
い知識の普及啓発を行ったため。
・北海道肝炎対策協議会について、Ｒ６年度
はスケジュール調整が不調に終わり未開催。
・R6.4.1に数値目標の追加に伴う、要綱改
正を行ったため。

【課題】
・HBV陽性率は一定の水準で推移している
ことから、引き続き、ウイルス性肝炎に対する
正しい知識の啓発、適切な受診を促進するた
めのフォローアップを保健所や肝炎医療コー
ディネーター等において行うことが必要。
・数値目標の今後の達成状況を踏まえ、施策
の見直しが必要。

【今後の取組方針】
・ホームページ等を活用し、引き続き肝炎の
情報の普及啓発を図るとともに、職域団体へ
の検査制度の周知を図る。また、肝炎医療
コーディネーターの養成を推進し、フォロー
アップ体制を構築する。
・数値目標の達成状況の把握に努めるととも
に、肝炎対策協議会において、施策の進捗状
況を確認し、推進の方向性について審議す
る。

北海道感染症予防計画（R6～11）の推進状況及び評価等

項目 施策の展開内容

第２章
３
ウイルス
性肝炎対
策の推進

・

・

・

・

【P.35】
　ウイルス性肝炎に関する正しい知識や検査
の必要性について肝炎医療コーディネーター
等の活用を通じた普及啓発を行い、市町村
や保健所における肝炎ウイルス検査の受検
を促進するものとする。

【P.36】
　陽性者に対して、Ｃ型肝炎は高い確率でウ
イルス排除が可能であること、Ｂ型肝炎もウ
イルス抑制が可能であることの理解を促進し
つつ、早期受診のメリット等の説明をする等、
適切な受診を促進するためのフォローアップ
を保健所や肝炎医療コーディネーター等にお
いて行うものとする。
　肝疾患診療連携拠点病院や肝疾患に関す
る専門医療機関の機能の向上や診療連携を
進めるため、連絡会議や研修会の開催により
医療の均てん化や連携強化に努め、医療提
供体制の整備促進を図るものとする。
　道は肝炎対策を実施するに当たって、その
目標、具体的な指標等を別途設定し、定期的
にその達成状況を把握し、必要に応じて施策
の見直しを検討するものとする。

評価（進捗状況）は次の４段階で実施(数字のみ記載)

１ 全体的に順調 ２ 比較的順調

３ 一部に努力を要する ４ 全体的に努力を要する



 

 

３ ウイルス性肝炎対策の推進 

(1) 現状 

○ 肝炎の原因は、ウイルス性、アルコール性、脂肪性、自己免疫性等に分類され多 

様であるが、肝炎に罹患した者に占める患者数の多さから、ウイルス性のＢ型肝炎 

及びＣ型肝炎に係る対策が依然として重要な課題になっているところである。  

肝臓は沈黙の臓器とも言われ、自覚症状が少ないのが特徴で、Ｂ型・Ｃ型ウイル 

スに感染すると自分でも気づかないまま重症化し、慢性肝炎から肝硬変、さらには 

肝がんに進行してしまう危険性があることから、早期に発見し、早期に治療する必 

要があるが、肝炎ウイルス検査の結果が陽性であったにもかかわらず、医療機関に 

継続受診していない方が多数に上るとされているところである。  

○ 肝炎ウイルス検査については、多くの市町村で実施しており、道立保健所におい 

ても平成13年から実施するとともに、平成19年８月から検査手数料を無料化し、検 

査の受検を促進しているほか、慢性肝炎から肝硬変、肝がんへの進行を防止するこ 

とを目的に、Ｂ型及びＣ型ウイルス性肝炎の精密検査や治療に係る費用の一部を助 

成するともに、ウイルス性肝炎に関する保健所での相談体制を整備しているところ 

である。  

○ 肝疾患に関する医療提供体制を整備するため、平成21年に本道の肝疾患診療ネッ 

トワークの中心的役割を担う肝疾患診療連携拠点病院（３病院）を指定したほか、 

平成22年には専門的な肝炎治療を行う肝疾患専門医療機関（179病院）を指定して 

いるところである。  

○ また、患者・感染者・家族等からの医療相談に対応するため、平成22年度から肝 

疾患診療連携拠点病院に、肝疾患に関する相談センターを設置しているところであ 

る。  

(2) 課題 

〇 ウイルス性肝炎については、これまでウイルス検査や治療費助成などの対策を講 

じているが、感染に気づいていない感染者も多数存在すると考えられるため、引き 

続き肝炎ウイルス検査の受検を促進するとともに、精密検査や治療費に係る費用の 

助成などを行っていく必要がある。  

○ 医療機関への受診を継続していない陽性者や患者に対する専門医療機関への受 

診・受療の促進を図るとともに、ウイルス性肝炎への理解を社会に広げ、患者等が 

不当な差別を受けることなく、社会において安心して暮らせる環境づくりを行って 

いく必要がある。  

〇 肝疾患診療連携拠点病院や肝疾患に関する専門医療機関の機能の向上を図ると 

ともに、診療連携を進める必要がある。  

○ 肝炎対策の推進を図るほかこれまでの対策に加え、本道の実情に即した今後の対 

策について検討を行い、肝炎対策の一層の充実を図る必要がある。 (3) 施策の方

向性と主な施策  

○ ウイルス性肝炎に関する正しい知識や検査の必要性について肝炎医療コーディ 

ネーター等の活用を通じた普及啓発を行い、市町村や保健所における肝炎ウイルス 

検査の受検を促進するものとする。 



                                         

 

○ また、陽性者に対して、Ｃ型肝炎は高い確率でウイルス排除が可能であること、 

Ｂ型肝炎もウイルス抑制が可能であることの理解を促進しつつ、早期受診のメリッ 

ト等の説明をする等、適切な受診を促進するためのフォローアップを保健所や肝炎 

医療コーディネーター等において行うものとする。  

○ ウイルス性肝炎の精密検査や治療に係る費用の助成を引き続き行い、早期治療に 

結びつけるとともに、慢性肝炎から肝硬変、肝がんへの進行防止を図るものとする。 

〇 保健所や難病センター、肝疾患診療連携拠点病院等で、医療費助成などウイルス 

性肝炎に関する様々な相談に適切に対応し、療養生活を支援するものとする。  

〇 また、肝炎医療コーディネーター等の必要な人材を養成し、陽性者や患者、その 

家族への情報提供などの支援をきめ細やかに行い、陽性者や患者の専門医療機関へ 

の受診・受療を促進するとともに、患者団体と連携を図りながら、ウイルス性肝炎 

への理解を社会に広げ、患者等が不当な差別を受けることなく、社会において安心 

して暮らせる環境づくりを行うものとする。  

○ 肝疾患診療連携拠点病院や肝疾患に関する専門医療機関の機能の向上や診療連 

携を進めるため、連絡会議や研修会の開催により医療の均てん化や連携強化に努め、 

医療提供体制の整備促進を図るものとする。  

○ 肝炎の専門医や医療関係者、患者団体等で構成する肝炎対策協議会において、本 

道の医療提供体制の整備や患者への支援策の推進などについて検討を行うものと 

する。  

○ 道は肝炎対策を実施するに当たって、その目標、具体的な指標等を別途設定し、 

定期的にその達成状況を把握し、必要に応じて施策の見直しを検討するものとする。  


